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１． はじめに 
 

（１）特許検索ガイドブックとは 

 
特許文献は、最先端の技術情報です。企業、大学などの研究者にとって、技術知識

の習得、重複研究の排除のために有用であり、また知的財産担当者が権利化可能性の

調査を行うために不可欠なものとなっています。更に研究戦略や知財戦略の構築のた

めにも役立つ情報であるといわれています。 

現在、公開公報等の特許文献は我が国だけでも４０００万件以上あります。しかも、

これらの特許文献の数は増加の一途をたどっています。 
今後は、有用な特許情報に如何に効率的にアクセスするかが、研究者や知的財産担

当者にとっての重要な課題となってくると考えられます。 

 それでは、これらの膨大な特許文献の集合を前にして、有用な特許情報に的確かつ

効率的にアクセスするためにはどうしたらいいのでしょうか。 
 一言で言えば 
「何を探すかを明確に把握し、最も適した検索キーを用いること」 
 に尽きると思います。つまり、膨大な特許文献の集合の中から、的確にしかも効率

的に必要とする先行技術を発見するためには、ただ漠然と同じような文献を探すので

はなく、何を探すかを明確に把握し（つまり目的意識を持って）、その探すポイントに

最も適した検索キーを使い分けることが必要になるということです。 
 特許庁の審査官が主に用いる検索キーとしては、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等1が挙げ

られますが、これらの検索キーの情報は容易に入手することができます。 
 しかし、実際の検索方法を見てみると、多くの利用者がキーワードを用いた検索に

頼っているのが現実のようです。 
 キーワード検索は、単語を直接入力する方法なので検索する方にとって分かりやす

い反面、用語が必ずしも統一されていない特許文献の中から必要な情報を的確かつ効

率的に発見するという観点から見れば、必ずしも効果的とは言えません。 
Ｆタームは、一定の技術範囲を種々の技術的観点から多観点で区分したものであり、

例えば、目的、用途、構造、材料、製法、処理操作方法、制御手段などの多数の技術

的観点から技術を区分したタームリストに基づいて、各特許文献ごとにその技術的特

徴を示すＦタームが付与されています。又、ＦＩは、ＩＰＣをさらに細展開したもの

です。ＦタームやＦＩは、技術の特徴から絞り込むための検索キーであり、特許文献

を検索する際には、キーワードよりも、ＦタームやＦＩの方が検索キーとして適切な

                                            
1 使用される主な用語欄を参照。 

 



 

場合もかなり多いものです。そのため、先行技術調査を的確かつ効率的に行うために

は、ＦタームやＦＩ等の検索キーについての知識と理解が必須となるといえます。 
 この「特許検索ガイドブック」は、特許庁の審査官が、実際に先行技術調査を行っ

た経験に基づいて作成しており、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等の検索キーに関する知識

をお持ちである方が利用する前提で説明されています。これらをあまりご存じでない

方は、まずＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等に関するテキスト等をお読みになることをお勧

めします。そのあとで、この特許検索ガイドブックを読めば、ＦタームやＦＩ等の検

索キーについての知識や理解をさらに深めるために役立つ情報が詰まっていることが

ご理解いただけるものと思います。 
 
 

（２）先行技術文献調査を行う前に 

 ａ．検索ポイントの把握と変更 

 
 効果的に先行技術文献を探すためには、まず、「何を探すか」を明確に把握する必要

があります。 
 例えば、ある出願に対する先行技術文献を調査する場合、その出願の特許請求の範

囲の記載だけではなく、発明の詳細な説明の記載や図面等も確認したうえでその出願

のポイントを把握し、「何を探すか」を総合的に判断することが必要となりますし、自

身の発明やアイディアに対する先行技術文献を調査する場合、自身の発明やアイディ

アのポイントをきちんと把握することが必要となること等が挙げられます。 
 また、「何を探すか」の「何」をあまり限定しすぎず、調査結果に応じて検索キーを

変更することや、探すポイントを変更することも重要です。 
 まず、検索キーの変更ですが、例えばキーワードによる検索で先行技術文献が発見

できなかった場合、ＦタームやＦＩ等を用いた検索を行うと発見できる場合がありま

すので、検索キーの選択は非常に重要になります。そして、最初にどの検索キーを用

いるかは、探すポイントに応じて選択することとなります。 
 次いで探すポイントの変更ですが、特許法には「進歩性」という考え方があり、「発

明の属する技術の分野における通常の知識を有する者（一般に「当業者」といいます）

が、容易に発明をすることができた発明」は、特許にはならないという規定がありま

す。このことは、先行技術文献を調査する場合、ある発明と同じ発明を探すだけでは

先行技術文献調査としては不十分であることを意味します。 
たとえば「Ａ」というポイントを探して発見できなかった場合、そこで検索を終了

するのではなく、「Ａ」は「ＢとＣとの組み合わせでもできる」と判断した場合、「Ｂ」

または「Ｃ」を検索することが必要になるということです。また、その組み合わせの

パターンも数種類考えられる場合があり、それに応じて検索するポイントを変更して

 



 

いくことになります。 
このように、先行技術文献調査は、適切な検索キーを選択し必要に応じて変更する

こと、「進歩性」を考慮に入れつつ「何を探すか」を決め、そしてそれを臨機応変に変

更することがきわめて重要なポイントとなります。 
 

ｂ．検索キーについての知識と理解、検索式の決定 

 
 検索キーとしては、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム、キーワード等があり、これらの検索

キーの構造・特徴を良く理解した上で、探したい発明等に応じてこれらの検索キーを

使い分けることが必要になります。 
 また、どの技術分野を検索するのかも重要なポイントです。検索する技術分野の決

定には上述の「何を探すか」の決定が密接に関連してきます。探すポイントによって

は、検索すべき範囲が特定の技術分野に限定されないことがあるからです。 
 技術分野を決定した後は検索式を構築することになります。そして、その検索結果

に応じて、上記ａ．で述べた考え方を利用して検索式の変更や、検索する技術分野の

変更等を行うことになります。 
 

ｃ．説明会テキスト等の利用 

 
 特許庁では、特許庁ホームページ（http://www.jpo.go.jp/indexj.htm）において、各

種説明会や講演会で用いられたテキスト等を公開していますので、必要に応じてご活

用下さい。 
 

（３）使用される主な用語 

 
 以下、特許検索ガイドブック中によく出てくる用語を簡単に紹介します。詳しい説

明は割愛しますが、検索を効果的に行うためにも、他のテキスト等を利用して検索キー

については良く理解するようにして下さい。 
 
 ＩＰＣ：世界５０か国以上で共通に使用されている国際特許分類（International 

Patent Classification）。１９７１年に作成された「国際特許分類に関するスト

ラスブール協定」に基づいて作成され、同協定の加盟国で利用されている。日

本では１９８０年からＩＰＣを採用している。 
  
ＦＩ：ＩＰＣをさらに展開するために、展開記号、分冊識別記号をＩＰＣに付加し

 



 

たもの。特許審査における先行技術のサーチを効率的に行うことを目的として

付与されており、国内でのみ使用される。展開記号は、ＩＰＣの最小単位であ

るグループを更に細かく展開するために用いる記号で、原則として１０１より

始まる３桁の数字が使用される。分冊識別記号は、ＩＰＣまたは展開記号をさ

らに細かく展開するために用いる記号で、「Ｉ」、「Ｏ」を除くＡ～Ｚのアル

ファベット１文字が使用される。 
 
 Ｆターム：特許審査の先行技術文献サーチを迅速に行うための機械検索用に特許庁

が開発した技術項目。一ないし複数のＦＩが付与された文献を、種々の技術的

観点から多観点で区分してあることが特徴。目的、用途、構造、材料、製法、

処理操作方法、制御手段などの多数の技術的観点から技術を分類したタームリ

ストに基づいて各文献ごとにＦタームを付与することにより、関連先行技術を

絞り込むことを目指している。テーマコードとは、英数字５桁からなり、ＦＩ

を所定の技術分野ごとに括ったＦタームでの検索範囲となる技術単位のこと。 
 
 ＥＣＬＡ：欧州特許庁（ＥＰＯ）において用いられている、ＩＰＣを細かく展開し

た独自の特許分類。European Patent Classification。 
 
 ＵＳＣ：米国特許商標庁（ＵＳＰＴＯ）において用いられている独自の特許分類。 
 
ＪＯＩＳ®：独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が提供する、科学技術に関

する情報を収録した情報提供サービス。JST Online Information System。 
 
ＤＷＰＩ：トムソンサイエンティフィックが提供する世界４０カ国相当の特許情報

を収録したデータベース。Derwent World Patent Index®。 
 
ＳＴＮ®：化学構造や化学反応、特許文献の検索に強みを持ち、豊富な科学技術情

報を収録した情報提供サービス。The Scientific and Technical Information 
Network。 
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Ⅰ 本 編 
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１．技術の基礎                            

1-1 筆記具とは 

 筆記具とは、筆記をするための器具である。通常、手指で把持し、軸に収容された

インキ又は筆記により磨耗する筆記芯で筆跡を形成する。 
 

 筆記とは、字を書く(write)、線を引く、線で絵や図を描く(draw)ことである。 
 

 「ペン」(pen)は、インキを用いて筆記する筆記具を通常意味する。 
一方、「○○ペン」という用語で、インキ又は筆記により磨耗する筆記芯を用いな

い手持ちの道具に用いられることがある。たとえば、コンピュータへの入力作業に

用いられる「入力ペン」「スタイラスペン」、磁気式筆記板に筆記するための「磁気

ペン」等である。この場合、「筆記具」と意味合いが異なる。 
 

 筆記具には、筆記される物品、すなわち筆記される面を有する物品は含まれない。 
 

 国際特許分類(IPC)では、筆記具は、B43K「筆記用器具；製図用ペン」に分類され

る。 
 

 筆記具に密接に関連する技術分野として、塗布具がある。塗布具は、一般に筆記具

の上位概念である。 
 

 

筆記具 
スタイラスペン (writing implements) 
磁気ペン 

ペン(pens) 
鉛筆(pencils) 
クレヨン(crayons) 
チョーク(chalks) 
筆記用又は描画用のマーカー

(markers for writing or drawing) 
化粧用具 
(化粧液を塗布するもの 

化粧用描画芯を持つもの) 

塗布具 
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1-2 筆記具の分類 

国際特許分類B43Kの索引に従って、代表的な筆記具(部品)の一般名称を次表に列記する。 
 

国際特許分類 B43K の索引 メイングループ 代表的な筆記具(部品) 

機構的でないも

の 
19/00 

鉛筆、色鉛筆 
クレヨン、チョーク 
スタイラスペン(コンピュータ用入力ペ

ン) 
機構的なもの 21/00 シャープペンシル 

23/00 グリップ、補助軸 

芯をもった器具 

補助的なもの 
25/00 クリップ 

貯蔵部をもたな

いもの 
3/00 

毛筆、つけペン 

5/00 万年筆 
7/00 ボールペン インキを使用する

器具 貯蔵部をもった

もの 
8/00 

マーキングペン(＝マーカー) 
サインペン 
フェルトペン 
筆ペン 

複数尖端筆記具 27/00 
複合筆記具、複式筆記具、多色ボールペ

ン 
筆記体の選択，突出，引込みまたは固

定について 
24/00 

ノック式ボールペン、ノック式マーカー

回転出没式(繰出し式)ボールペン 

複数尖端筆記具 27/00 
多色ボールペン(回転式、サイドスライ

ド式)、両頭式ボールペン 
 



1-3 筆記具に関する JIS 規格 

 
 筆記具に関する JIS 規格を、次表に示した。 
 基本的な用語、筆記具の構造、試験方法が、図とともに解説されている。 
 JISC 日本工業標準調査会のウェブサイトで、JIS を閲覧できる。 

URL: http://www.jisc.go.jp/
 

 

規格番号 規格名称 
JIS S 6006 鉛筆，色鉛筆及びそれらに用いるしん 
JIS S 6013 シャープペンシル 
JIS S 6009 白墨 
JIS S 6025 万年筆及びそのペン先 
JIS S 6026 クレヨン及びパス 
JIS S 6037 マーキングペン 
JIS S 6039 油性ボールペン及びレフィル 
JIS S 6054 水性ボールペン及びレフィル 
JIS S 6060 14 歳までの子供用の筆記・マーキング用具のキャップ－安全要件

JIS S 6061 ゲルインキボールペン及びレフィル 
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２．先行技術文献調査を効果的に行うための基礎知識           

2-1 作成分野 

 この特許検索ガイドブックは、次の IPCに分類される筆記具関連技術を対象としている。 
 
B43K 1/00～31/00「筆記用または製図用の器具」 

 

 

2-2 筆記具に関する特許出願 

 筆記具に関する特許出願は、主に、筆記具本体及びその部品の構造・材質に関するもの

である。 
 材質について物質名や特性値を詳細に特定した特許出願も少なくない。このような特許

出願に対しては各種材料・物質に関する知識が必要になるので、技術文献を蓄積すること、

インターネットでの検索ノウハウを身につけることが重要である。 
 筆記具に用いられる主な材料は、プラスチック、ゴム、金属、セラミックス、繊維、イ

ンキである。 
 数値限定発明については、各種試験法や単位に関する知識が必要となることが多い。 
 発明の課題としては、筆記性能の向上、製造のしやすさに関するものが多い。 
 
 

2-3 主な検索対象 

• 筆記具本体及びその部品。製造方法。 
• 筆記具本体及びその部品以外で B43K に含まれるもの。 

例：インキ充てん装置、メンテナンス用品 
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2-4 国際特許分類 B43K の概要 

 国際特許分類 B43K のサブタイトルは、「筆記用または製図用の器具」である。 
 B43K に分類されるものは、次のとおり。 

• 筆記具本体 
• 筆記具用部品 (例：キャップ、グリップ、クリップ等) 
• その他筆記具に関連する物品 (例：インキ充てん装置、メンテナンス用品) 

 
 なお、「インキ」「筆記芯」は B43K ではなく C09D に分類される。 
 
 

【参考】 
国際特許分類 B43K のサブタイトル 
IMPLEMENTS FOR WRITING OR DRAWING (containers, casings or accessories for cosmetic substances, 

e.g. shaving soap, lipstick, make-up, A45D 34/00, 40/00)   

 

国際特許分類 B43K の注記 

 In this subclass, the following expression is used with the meaning indicated:[6] 

－""writing implements"" covers pens, pencils, crayons, chalks or like markers for writing 

or drawing.[6]   

 

2-5 筆記具(B43K)以外の分野の検索 

 B43K 以外の技術分野であって、検索頻度が高い技術分野について次表に列記した。 

 

IPC IPC の説明文 
A45D34/00 液体状化粧料，例．香水，用容器または付属品 
A45D40/00 固体状または練り状の化粧料，例．ひげそり石けん，棒口紅，メーキ

ャップ，を収容するかまたは扱うケースまたは付属品 
B05C17/00 液体または他の流動性材料を表面に適用するか，適用された液体また

は他の流動性材料を表面上に拡げるか，または適用された液体または

他の流動性材料を表面から部分的に取去るための手工具または手持ち

工具を用いる装置 
B29C プラスチックの成形または接合；可塑状態の物質の成形一般；成形品

の後処理，例．補修 
B43L19/00 字消し用具，消しゴム，または字消し装置；そのための保持具 

F16B 構造部材または機械部品同志の締め付けまたは固定のための装置，例．

くぎ，ボルト，サークリップ，クランプ，クリップ，くさび；継ぎ手

または接続 
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2-6 筆記具分野の検索手法 

 
2-6-1 検索キー 
 電子化されている資料については、通常、次の検索キーを用いて検索を行なう。 

• Ｆターム (2C350,2C353,2C041) 
• FI 
• 全文テキスト検索 

 
 外国文献を検索する際には、ECLA、英文テキスト検索を行なう。 
 
 Ｆターム、FI、全文テキストの検索キーを、互いに足し合わせたり、掛け合わせたりす

ると有効な場合がある。 
 

検索例 
通気性キャップを検索 
 B43K9/00*([誤,5C,飲]+窒息+安全+幼児+呼吸+喉+通気+気管+嚥下)/TX 

 
サイドノック式筆記具とサイドスライド筆記具の文献集合を検索 
 2C353(FA06+FA08+HC06+HC10)+(サイドノック+サイドスライド)/TX 

 
 
2-6-2 スクリーニング(先行技術文献の抽出) 
 筆記具の形状・構造に特徴を有する発明について先行技術調査する際には、先行技術文

献の図面を閲覧することが多い。 
 材料・数値限定に特徴を有する発明について先行技術調査する際には、テキスト検索を

行ない、ヒットワードをハイライト表示して文献の本文を閲覧する。 
 



2-6-3 全文テキスト検索の留意点 
 古い特許・実用新案の公報には、テキストデータがまったく存在しないもの、明細書全

文のうち一部しかテキストデータが存在しないものがある。下記の表を参照のこと。 
 昭和 61 年 4 月より前に発行された特許公報・実用新案登録公報については、明細書全

文のテキストデータが存在しない。 
 また、平成 4 年以前に出願公開された実用新案については、発明の詳細な説明のテキス

トデータが存在しない。(ただし、S61 年以降に実用新案登録公報が発行されたものについ

ては、実用新案登録公報において発明の詳細な説明のテキストデータが存在する。) 
 したがって、全文テキスト検索は、古い特許・実用新案の公報についての検索に難があ

るので、古い特許・実用新案の公報については、FI、Ｆターム検索等、他の検索手段で検

索をする必要がある。 
 
 
 

公報のテキストデータの蓄積状況 
 
 S48(1973)  

特許公開   

特許 ※1   

実用公開 

実用新案登録 ※1 

なし 

※1 公告されたもの、及び特許査定さ

※2 ＯＣＲにより明細書のイメージを

 

S55(1980) 

一部 

(明細書の内容を

た抄録)

れたもの 

テキスト化したもの

- 8 -
S61.4 月(1986.4 月)

明細書全文 ※

明細書全文

実用新案請求の範

図面の簡単な説

要約し

 

明細書全文

。ＯＣＲ化の際に誤認識さ
H5(1993) 
2 

 

囲と 

明 

 

明細書全文 

れた文字が存在する。 
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2-7 筆記具に関する用語について 

筆記具に関する代表的な用語について解説する。 

 
用語 解説 

マーキングペン 繊維製のペン先や多孔質材料からなるペン先を持つ筆記具。マー

カーと同義。 

主な用途としては、字を書くこと、カラーインキによりマーキングする

ことである。 

筆記線幅は、0.1mm から 1.0mm を超えるものまで存在する。 

筆記線幅が 1mm 以下のものは、字を書くことに適しているので「サ

インペン」とも呼ばれる。 

マジックインキ(登録商標)は、代表的なマーキングペン。 

マーキングペン用の繊維製ペン先は、繊維が一方向に揃った繊維

集束体からなるものと、繊維の方向がランダムなフェルト製のもの

に大別される。 

サインペン 細字用のマーキングペン。繊維製のペン先や多孔質材料からなる

ペン先を持つ。 

筆記線幅が 0.5mm 以下のものは、ペン先が、軸方向に長いインキ

通路を多数有する樹脂押出成形品であることが多い。このようなも

のを通称「プラペン」という。 

筆記線が 1mm 以上のものは、ペン先が繊維集束体であることが多

い。 

フェルトペン 一般には、マーキングペンと同義。 

狭義にはフェルト製のペン先を持つマーキングペン。フェルトは繊維

の方向がランダムであることが特徴。 

水性インキ 主たる溶媒(溶剤)が、水であるインキ 

油性インキ 主たる溶媒(溶剤)が、有機溶媒であるインキ 

ゲルインキボールペン 筆記によってボールが回転することにより粘度が低くなり、筆記しな

い状態ではそれより粘度が高くなるインキを用いて筆記するボール

ペン 

レフィル(refill) インキ貯蔵部とペン先とが一体になった交換可能な部品 

筆ペン インキ貯蔵部を持ち、毛筆を摸した文字を書くためのペン。 

ペン先には、多数の毛を束ねたもの、弾性を持つ多孔質材料を穂

先形状に成形したものがある。 

http://www.weblio.jp/content/%E6%AF%9B%E7%AD%86
http://www.weblio.jp/content/%E3%83%9A%E3%83%B3
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2-8 注目すべき技術 

 製品に採用されている注目技術を列記する。 
 
● 超極細ボールペン 
 ボール径が 0.18mm や 0.25mm 等の極小ボールを持つボールペン。 
 精密なチップ加工技術が要求される。 

商品例 
「ハイテック C」(パイロット) 
「ユニボール シグノ ビット」(三菱鉛筆) 
「スリッチ Slicci」(ぺんてる) 

 
● 筆跡が消せるボールペン、マーキングペン 
 多彩な色のインキで筆記した筆跡を、字消しでこすったり、摩擦熱を与えたりすること

により消すことができるボールペン、マーキングペン。 
 字消しで消去する方式では、紙面上のインキを字消しで除去している。 

商品例 
「ユニボール シグノ イレイサブル」(三菱鉛筆) 
「イーゲル e-GEL」(パイロット) 
「ユニ プロパス イレイサブル」(三菱鉛筆) 

 
 摩擦熱により消去する方式では、紙面上のインキを摩擦熱により透明化している。 

商品例 
「フリクションライン」(パイロット) 

 
 
● 大きく開くクリップ 
 クリップを本体軸に軸支し、各種バネを介在させて連結することにより、クリップが、

本体軸に対し大きく拡開するもの。ポケットに取り付けるだけでなく、ノート等の若干厚

みのあるものにも取り付けることが可能。 

商品例 
「サラサ クリップ」(ゼブラ) 
「リポーター REPORTER」(トンボ鉛筆) 
「パティント PATINT」(パイロット) 
「クリフター CLIFTER」(三菱鉛筆) 



● ノック式マーカー 
 後端ノックにより、繊維製ペン先が出没するマーカー。ペン先を収納したときの乾燥防

止機構が技術のポイントである。 

商品例 
「ハンディ」シリーズ(ぺんてる) 
「マッキーノック」(ゼブラ) 
「ACCENT RT」(サンフォード) 
「OSTO」(東海) 

 
● グリップの二色射出成形 
 近年、軸本体に対し二色射出成形により形成したグリップが増えている。 
 二色射出成形によるグリップには、軸本体との密着性がよい、デザインの自由度が高ま

る等の利点がある。 

商品例 
「レックスグリップ」「G-6」 (パイロット) 
「ニードルポイント Long Writer」(オート) 
「WiLL STATIONERY ACTIC F-WPS100 シリーズ」(コクヨ) 
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2-9 筆記具に関する情報収集について 

 筆記具は身近な物品である。しかし、筆記具の種類、各種筆記具の特徴、筆記具部品の

材料に関する知識、製造方法に関する知識等の基礎知識を得ることは容易ではない。筆記

具に関する技術情報を全般的に網羅した資料で、一般に入手可能なものが存在しないから

である。たとえば、筆記具の基礎知識をまとめた書籍は現在刊行されていない。 
 したがって、筆記具の基礎知識を習得するためには、地道な情報収集が欠かせない。 
 以下に情報収集のノウハウを解説する。 
 
● 商品を観察する 
 特許出願の対象となる筆記具は、主に 100～500 円程度の低価格品である。そのため、

店頭で展示品に触れたり、商品を購入したりすることにより、手にとって実物を観察する

ことが容易である。実物を観察することにより、いろいろな情報が得られる。たとえば、

商品の表示から材質が分かる。操作や筆記することにより商品の特徴が分かる。近年透明

な軸を有する商品が多く、内部構造を観察できる。 
 部品の製造方法や組み立て方法については、実物を観察しただけでは確かなことは分か

らないが、仮説を立てて観察することは、技術習得にとって有意義である。 
 
● 商品カタログ 
 商品カタログは、重要な技術情報源である。 
 商品画像から外観に関する情報が、商品説明文から機能・材質に関する情報が得られる。 
 商品カタログの入手は一般には困難であるが、展示会において比較的入手しやすい。 
 
● ウェブサイト 
 筆記具メーカーのウェブサイトは、各社とも内容が充実している。一般向けの技術情報

も掲載されているので参考になる。 
 業界団体のホームページにも、有益な技術情報が掲載されている。 

日本筆記具工業会 http://www.jwima.org/
日本鉛筆工業協同組合 http://www.pencil.or.jp/

 
● 定期刊行物 
 定期刊行物として次のものがある。 

• ステイショナー (株式会社ステイショナー) 
• 月刊文具と事務機 (株式会社ニチマ) 

 
● 展示会 
 代表的な展示会は、毎年 7 月に開催される「国際 文具・紙製品展 ISOT」である。その

他、各社が独自に行なう展示会がある。 
 展示会場でメーカーの社員、特に技術者と話をすることは、実際知識が得られるため、

たいへん有益である。 

http://www.jwima.org/
http://www.pencil.or.jp/


３．検索式作成のテクニック

　

【分野ごとのサーチ範囲一覧】

　F　I 検索対象の技術事項 Ｆ，ＦＩ ECLA WPI WWW JOIS

B43K1/00-1/12 ペン先；筆記用尖端 ◎ ○

B43K3/00-3/04 ペン軸 ◎ ○

B43K5/00-5/18 軸内にインク貯蔵部をもったペン，例，万年筆 ◎ ○

B43K7/00-7/12 ボールペン ◎ ○

B43K8/00 ペン先またはボール以外の筆記用尖端をもったもの ◎ ○

B43K9/00 ペン用キャップ ◎ ○

B43K11/00-11/04 充てん装置 ◎ ○

B43K13/00 ペン先を外す、拭き取るまたは洗浄する装置 ◎ ○

B43K15/00-15/02 ペンの組立，仕上，または修繕 ◎ ○

B43K17/00-17/04 連続調節ペン先，例，製図用ペン；そのための軸 ◎ ○

B43K19/00-19/18 繰り出さない鉛筆；鉄筆；白墨 ◎ ○

B43K21/00-21/26 繰出鉛筆 ◎ ○

B43K23/00-23/04
白墨または鉛筆の歩ジグ；鉛筆接続具；筆記芯尖端を
保護する手段

◎ ○

B43K24/00-24/18 筆記単体を固定、突出または選択するための機構 ◎ ○

B43K25/00
衣服に取付ける筆記具或いは筆記具に代わる構造を
もった物

◎ ○

B43K27/00-27/12 複式筆記具，例，多色筆記具；筆記具の組合せ ◎ ○

B43K29/00-29/20 他の物品をもった筆記具の組合せ ◎ ○

B43K31/00
筆記具または製図具としての機能を有するまたはそれ
らのものと組み合わされた筆記具または製図具容器

◎ ○

（１）使用する主なサーチツール

　　サーチツール

１．ここでは、検索にどのサーチツールを用いるかを重みを付けてＦＩごとに記載し
　ています。
２．重み付けの順序は、◎、○、△、無印となります。
　　（無印はサーチ不要という意味ではありません。）
３．なお、ここで述べた有効性、必要性は一般論であり、サーチのポイントに応じ
　て異なる事に注意してください。



                （２）関連分野

ＩＰＣ 検索対象の技術事項 ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ ＩＰＣ 技術内容

B43K 筆記具全体

2C067
2C070
2C071 B43L 筆記の対象物、筆記の補助

B43K19/00-19/18 繰り出さない鉛筆 4J039 C09D13 鉛筆の芯、クレヨン組成物、チョーク組成物

B43K5/00-8/24 インクを使用したペン 3B043 A45D34 化粧用具(液体化粧料)

B43K5/00-8/24 インクを使用したペン 4J039 C09D11 インキ

B43K5/00-8/24 インクを使用したペン 4F042 B05C17 塗布具

B43K5/00-8/24 インクを使用したペン
3E014
3E015 B65D83 容器

B43K3/00-3/04 ペン軸 3J039 F16B7 棒・管の相互結合

B43K19/00-27/12

繰り出さない鉛筆
シャープペンシル
出没式筆記具 3B012 A45D40 化粧用具(固体化粧料)

　　　本　作　成　分　野 　　　関　連　先　の　分　野

※　ここでは、必要に応じてサーチを行う事が多い、本作成分野と関連が深い
分野について述べています。
　　ただし、サーチを行う分野はサーチのポイントによって変わる事に注意して
ください。



(３)テキスト検索に有効なワード

【テキスト検索において留意する事項】

インキ インキ

インキ追従体 インキ逆流防止剤 インキフォロワー インキフォロア

剪断減粘性インキ ゲルインキ

軸筒 外筒

(ボールペンの)中しん 中芯 レフィル(リフィル) レフィール(リフィール)

インキ吸蔵体 中綿

成形 成型

二色（２色）成形 二重（２重）成形

プラスチック 樹脂

ジャバラ 一時的インキ溜め部材 コレクター

口金 口先 口プラ 先具

摺動 スライド

替芯ケース 替芯容器

複式筆記具 複合筆記具

　【主なキーワードとシソーラス】

　　基本的に有効なＦＩ、Ｆタームがない場合にテキスト検索を行う。
　　その際、各種技報、論文などで用いられた標準技術用語をワードとして用いると
　有効である。
　注）　ここで述べたキーワード及びその類義語は、類義語を考える際の参考となる
　　　例であり、全てを網羅したものではありません。



【B43K全体を検索するには】

（４）検索のちょっとしたコツ

B43K全体を検索するには、次の方法がある。

(1) 全文テキスト検索による方法
B43K/ICというテキスト検索論理式で、サブクラスB43K全体を検索可能。

(2) 登録論理式を利用する方法
登録論理式を、
B43K1/00+B43K3/00+……+B43K31/00
を「B43K」という名称で登録しておく。
検索時には、
\\B43K
で検索する。

(3) クラスタ検索の制限条件を利用する方法
　クラスタ検索の制限条件で、最大5テーマのＦタームテーマコードを指定可能である。
　B43Kには、7テーマあるので、そのうち5テーマまでを指定して検索が可能。

【他の技術分野を検索するときのコツ】

他の技術分野を検索する必要があるが、どのFI、Ｆタームを検索すればいいのか分からないときに
は、パテントマップガイダンス（ＰＭＧＳ）のキーワード検索が役立つことがある。

　特許電子図書館 パテントマップガイダンス（ＰＭＧＳ）
　　http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/pmgs

　　検索例：　グリップ+グリツプ　（PMGSでは異表記検索が行なわれない）

検索結果から、FIやＦタームテーマを絞り込み、他テーマサーチを行なえばよい。

※　 ここで述べられた検索式等はあくまで例であって、ここで述べられた検
索式等で十分なサーチを行えるものではありません。



【ＦＩ検索のノウハウ】
対象となるＦＩ 検索対象 ノウハウ

B43K3/00@F,G
B43K23/00@B,C

グリップ(grip)

グリップ全体を検索する場合、B43K3/00@F、
B43K23/00@Bだけでなく、下位の階層である
B43K3/00@G、B43K23/00@Cも検索する。
分識を検索する際には、階層検索されない点に
注意する。

B43K3/00@(F+G)+B43K23/00@(B+C)を検索
し、この検索結果に対し、全文二次テキスト検索
や、フリーワード検索を行なうと効率的な検索が
できる場合がある。

B43K25/00
B43K9/00@F

筆記具のクリップ(clip)
クリップ全体を検索する場合には、B43K25/00
だけでなく、クリップ付きキャップ B43K9/00@F
も検索する

B43K7/02@B
(B43K7/08)

インク追従体

B43K7/02@BのFI検索では、インク追従体以外
のものが多数ヒットするので、テキスト検索やフ
リーワードで絞り込むとよい。
テキスト検索、フリーワード検索をするときには、
同義語に注意する。

〈検索式の例〉
インクフオロ?+インキフォロ?+(イン,1C,フォロ+イ
ン,1C,追従体+イン,1C,逆流防止体+イン,1C,逆
流防止剤+イン,10C,防止体+[フォロ*ボールペ
ン]+液栓)/TX

B43K29/02@D
B43K23/00@H
B43K21/08

回転繰り出し機構

回転繰り出し機構は、筆記具に限らず、化粧用
具、塗布具にも文献が存在する。
次の検索式を、適当なテキストと掛けることが有
効。
B43K(29/02@D+23/00@H)+2C353FC01+B43K
21/08+B43L19/00@C+B43M11/00+A45D(40/0
0@M+40/04+40/06+40/20)+B65D83/00@C
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